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名勝楽山園を楽しもう（拾九間長屋）
（関連ページは20ページ）

２ 人間ドック・脳ドック検診費補助のお知らせ 12 教育のひろば　新屋小学校の取り組み

４ 上手に使おう　みんなの下水道 14 社会福祉協議会だより

７ 「４つの財務書類」を公表します 16 町のわだい　絵札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会

９ きらり甘楽人　ーこの地で輝くー 21 おしらせ版



公立富岡総合病院（富岡市）
くすの木病院（藤岡市）
三愛会（高崎市）
黒沢病院附属
ヘルスパーククリニック（高崎市）
真木病院（高崎市）
日高病院（高崎市）
公立藤岡総合病院（藤岡市）

日帰り人間ドック（半日） ※３ 26,000円
日帰り人間ドック（１日） ※３ 37,000円
１泊２日人間ドック 42,000円
脳ドック ※４ 26,000円
※ ３  日帰り人間ドックと同時に婦人科検診を受ける場

合は、子宮がん検診2,000円・乳がん検診（マンモ
グラフィー）2,000円を加えて補助します。

※４ 脳ドックは、脳のみの単独検査となります。

▶対象医療機関 ▶町が補助する金額

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
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知
ら
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健
康
課
国
保
係
☎

(67）
５
１
７
２

　
町
で
は
毎
年
、
甘
楽
町
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
診
費
補
助（
費
用
額
の
３
分
の
２

程
度
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

 

甘
楽
町
国
民
健
康
保
険
の
人

①
35
歳
以
上
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

③ 

国
保
が
実
施
す
る「
特
定
健
診
」や
町

が
実
施
す
る「
各
種
が
ん
検
診
」を
受

け
な
い
人（
※
２
）

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者（
※
１
）

② 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

③ 

町
が
実
施
す
る「
基
本
健
診
」や「
各

種
が
ん
検
診
」を
受
け
な
い
人（
※
２
）

※ 

１   

人
間
ド
ッ
ク
受
検
日
に
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※ 

２   

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん
だ
場

合
、
人
間
ド
ッ
ク
が
優
先
さ
れ

町
の
検
診
な
ど
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
の

み
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
町
の

検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　

郵
送
さ
れ
る
検
診
費
補
助
申
請
書

を
記
入
し
、
保
険
証
な
ど
資
格
を
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
受

検
日
ま
で
に
国
保
係（
に
こ
に
こ
甘
楽

内
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

健
康
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
自
己
負
担
額
は
３
分
の
１
程
度
で
す

　
行
政
区
は
、
町
と
連
携
し
て
地
域

で
活
動
す
る
自
治
組
織
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
的
な
担
い
手
で
す
。

　
住
民
同
士
の
親
睦
や
生
活
環
境
の

維
持
な
ど
の
自
主
活
動
の
ほ
か
災
害

時
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
ど
も
の

安
全
対
策
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
助
け

合
い
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
主
な
活
動

　
環
境
美
化
、
防
災
活
動
、
防
犯
活

動
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
募
金
の
協
力
な
ど

◆
加
入
方
法

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
区
長
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
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係
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７
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▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

令
和
７
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
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健
康
課
国
保
係
☎

(67）
５
１
７
２

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

つながるつながる
地域の輪地域の輪

行政区へ行政区へ
加入しましょう加入しましょう
■ 総務課行政係 ☎74-3132

申
し
込
み
は

申
し
込
み
は

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

▼
申
し
込
み
方
法

▼
受
検
期
間
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「
か
ん
ら
ま
ち
病
児
・
病
後
児
保
育
室
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

福
祉
課
こ
ど
も
係 

☎
(67）
５
１
９
４

利
用
で
き
る
児
童（
満
１
歳
～
）

利
用
で
き
る
児
童（
満
１
歳
～
）

▼ 

甘
楽
町
・
富
岡
市
に
住
所
が
あ
る
児
童

▼ 

町
内
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学

校（
２
年
生
ま
で
）に
通
う
児
童

利
用
方
法

利
用
方
法

1 

電
話
で
予
約

　

 

症
状
や
希
望
日
時
な
ど
を
伝
え
る

2 

富
岡
市
甘
楽
郡
の
医
療
機
関
を
受
診

　

 「
診
療
情
報
提
供
書
」の
発
行
を
依
頼

3 

児
童
を
預
け
る

　

  

予
約
当
日
に
保
育
に
必
要
な
物
を
持
参

し
、
利
用
手
続
き
を
す
る

4 

児
童
の
迎
え
と
料
金
の
支
払
い

　

  

児
童
を
迎
え
に
来
た
際
に
請
求
書
を
受

け
取
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
料
金
を
支
払
う

保育料 １日1,000円（給食・おやつ代込み）

場　　所
〒370-2213　甘楽町大字白倉1380-1

（かんら保育園敷地内）

利用定員
１日につき最大４人
※２症例まで受け入れ可能

利用条件

次のいずれにも該当する児童
① 病状の急変は認められないが、病気が

回復していない（回復期も含む）
②勤務などの都合で家庭での保育が困難
③医師などの許可がある

対象年齢 満１歳～小学校２年生までの児童

利 用 日
月曜日～金曜日
※祝日、12月29日～１月３日は除く

利用時間 午前８時～午後５時30分（完全閉室）

給　　食
かんら保育園にて調理提供（おやつ込み）
※ 離乳食やアレルギー食の人は、お弁当

とおやつ（２回分）を持参

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
か

ん
ら
保
育
園
内
に「
か
ん
ら
ま
ち
病
児
・
病

後
児
保
育
室
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
病
気（
重
症
を
除
く
）で
集
団

保
育
が
困
難
な
と
き
に
、
仕
事
や
家
庭
の
事

情
で
昼
間
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り

一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

事前登録・予約・問い合わせ事前登録・予約・問い合わせ
かんらまち病児･病後児保育室かんらまち病児･病後児保育室
☎74-3172☎74-3172

病気になる前に…
　事前登録をしておくと、利用
当日の手続きがスムーズです。

病児・病後児保育室

専用入口
専
用
通
路

専用駐車
スペース

病児・病後児保育室
インスタグラム▶

予約
先着順

▼

保育園敷地内
南西の建物

「
知
っ
て
安
心
・
使
っ
て
便
利
」

「
知
っ
て
安
心
・
使
っ
て
便
利
」

　
　
　
子
育
て
世
代
を
応
援
！

　
　
　
子
育
て
世
代
を
応
援
！

２月１日現在の登録者  143人

看護師・保育士が常駐
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家
庭
や
工
場
か
ら
出
た
汚
水
は
、
下

水
道
管
を
通
っ
て
下
水
処
理
場
へ
運
ば

れ
、
き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
川
や
海
に

戻
り
ま
す
。

　
最
近
、
下
水
処
理
場
や
道
路
に
設
置

し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
停
止

す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
に
異
物
を
流
す
と
、
下
水
道

管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
詰
ま
り
、

道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ご
家
庭
の
ト

イ
レ
な
ど
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
異
物
は
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
布
類

　
タ
オ
ル
・
下
着
類
な
ど

◆ 

水
に
溶
け
な
い
紙
類
・

　
衛
生
用
品

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ

※ 
「
ト
イ
レ
に
流
せ
る
」
と
表
示
の
あ

る
物
も
、
実
際
に
は
水
に
溶
け
に
く

い
物
も
あ
り
、
大
量
に
流
す
と
下
水

道
管
が
詰
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
髪
の
毛

　
目
皿
に
た
ま
っ
た
髪
の
毛
な
ど
は
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
物
・
油
類

　
灯
油
・
食
用
油
・
農
薬
な
ど
は
下
水

道
管
の
中
で
固
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
固
形
物

　
食
べ
物
や
落
ち
葉
な
ど

下
水
道
に 

異
物
を 

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

上
手
に
使
お
う　
み
ん
な
の
下
水
道 

■ 

水
道
課
施
設
係
☎

（64）
８
３
１
７

　

群
馬
県
は
、
県
土
の
３
分
の
２
を

森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
豊

か
な
水
を
育
み
、
災
害
を
防
止
す
る

な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林
を
守
り

育
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税（
通
称
）」

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
も
こ
の
事
業
を
活
用
し
た
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
麻
場

城
址
南
側
の
竹
林
整
備
を
実
施
し
ま

し
た
。
整
備
後
10
年
間
は
、
地
域
住

民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体
に
よ
り

管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
活
用
し
た
荒
廃
林
整
備 

■ 

産
業
課
農
林
係
☎

(64）
８
３
１
９

青 少 推

「
大
丈
夫
？
」　
そ
こ
か
ら
伸
び
る　
救
い
の
手　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　
市
川
沙
弥
）

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」　
取
り
戻
せ
な
い　
あ
の
日
常　
　
（
甘
楽
中
２
年　
堀
越
柚
葵
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
５
年
度
に
募
集
し
た
「
少
年
の
日
」
標
語
の

優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
５
年
度
・
敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

整備前整備前整備後整備後

隣接する住宅に
まで覆いかぶさっ
ていた竹がきれ
いになったね

◀ 整 備した白倉
地内の麻場城
址南側の竹林

　群馬県の税金です。税額は、県民税均
等割として年間一人700円です。
　県が行う森林整備事業に使われるほか、
地域の森林整備活動に取り組むボランテ
ィア団体などの活動支援や、市町村が税
収の一部を補助金として受け取り、荒廃
した里山や竹林の整備に活用しています。

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

下水道は
快適な生活を
支えています

「ぐんま緑の県民税」ってなに？
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石田陽向　市川颯真　岩井丈佳　牛木千鶴
大河原想　齋藤小粋　佐藤蒼愛　佐藤美紗希
髙野なずな　田中彩加　田村実愛　中　雪乃
松井遙伽　森田花絵　柳澤芽衣　加藤雅悠

青木 陸　浅野彗斗　浅野朱璃　新井 楓
入山柚乃　小林聡太　篠崎達也　下山望彩
鈴木逞斗　須田希乃香　須藤夏凛　関谷悠真
高栁真帆　橳島弓次　野口紗桜　福田瑚華
松井颯大　三木翼輝　柳澤実杜　吉井あかね

新井舶仁　荒木梨花　市川桜花　押野陽菜
恩田優衣　片山 徹　反町葵恵那　高橋文太
田村明花　戸出莉衣奈　中村 陸　野口楓介
松井夏々帆　森平陽香　山田和花　吉田珀久
渡邉結莉　浅見百咲　荒木和真　市川凛桜
小瀬夏海　門倉愛騎　神戸望来　岸せいら
小巻優太　髙田陽和大　中野愛夢　野口紗稀子
野口莉衣那　林 愛莉　茂木乃葵　茂木香音
吉田龍ノ介　滝上望愛　並木翔生斗

▶福島小学校

▶新屋小学校

▶小幡小学校

小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう

健康な歯は財産

　乳歯にも永久歯にもむし歯のない小学６年
生を表彰しました。表彰児童は、６年生全体
の75.3％でした（前年度は75.7％）。
　健康な歯は財産です。これからも管理を続
け、歯を大事にしましょう。（順不同・敬称略）

福島小学校の歯みがき指導

隊員と記念撮影する甘楽中吹奏楽部の皆さん

　第17回甘楽町民の日記念事業
陸上自衛隊第12音楽隊 演奏会

■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

　２月１日の「町民の日」を記念して２月８日、
町文化会館で陸上自衛隊第12音楽隊による演
奏会を開催しました。
　迫力ある吹奏楽の演奏と伸びやかな歌声が披
露されると、満席の客席からは手拍子や歓声が
起こるなど聴衆を魅了し、音楽の持つ楽しさや
感動を多くの人に届けることができました。
　甘楽中学校吹奏楽部の皆さんも演奏会を鑑賞
し、部長の佐俣壱誠さん（２年）は「音のバラン
スがよくとても感動的な演奏で、時には豪快に
時には美しく響く音色に心を掴まれました。自
分たちの演奏にも生かしたいです」と目を輝か
せました。

♪ ♪
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区　　分 金　　額 町民１人当たり
道路、公園、下水道などにかかる費用 ９億7,700万円 78,198円
学校、体育振興、文化などにかかる費用 ６億3,000万円 50,424円
子ども、高齢者、障がい者などにかかる費用 19億7,900万円 158,396円
健康づくり、ごみ処理などにかかる費用 ５億3,000万円 42,420円
農業、商工業、観光振興などにかかる費用 ５億4,700万円 43,781円
災害、消防団、常備消防などにかかる費用 ２億8,200万円 22,571円
庁舎等財産管理、交通、防犯、選挙などにかかる費用 17億3,900万円 139,187円
議会運営、町債利息などにかかる費用 6,900万円 5,523円
AA 経常行政コスト（上記の合計） 67億5,300万円
BB 経常収益合計（使用料・手数料など） ８億8,200万円
CC 臨時損失 １億9,000万円
　　 純行政コスト(AA－BB＋CC） 60億6,100万円 485,113円

行政コスト計算書

純資産変動計算書

　①貸借対照表の純資産に計上さ
れている各数値が１年間でどのよ
うに変動したかを表しています。

　１年間の行政活動の
うち、福祉活動やごみ
処理など資産形成に結
びつかない行政サービ
スに係る経費と、その
行政サービスの直接の
対価として得られた財
源（使用料・手数料な
ど）を対比させた財務
書類です。

純資産合計
 期首（４年度末）純資産残高 181億6,000万円
　 純行政コスト △60億6,100万円
　 一般財源（町税、地方交付税など） 40億2,300万円
　 補助金など 16億3,100万円
　 資産評価差額・無償所管換等・その他 1億8,400万円
 期末（５年度末）純資産残高 179億3,700万円

４つの財務書類の分析結果 　さまざまな指標を算出することで、町の財政状況を分析することができます。

指　標 数値（前年増減） 分　析

純資産比率
（将来返済しなくてよい財産）

75.1％
（0.3％）

町が所有している固定資産、基金などの資産と将来返済が必
要な公債などの負債についてのバランスは現状問題がなく、
将来世代に利用可能な資源を残すことができています。

社会資本形成の将来世代負担率 13.3％
（0.6％）

借金の適正な返済ができているため、現世代と将来世代の負
担の比重に大きな差異は生じていません。

資産老朽化比率 65.4％
（1.5％）

施設など固定資産の老朽化は前年よりも進んでおり、取得時
よりも価値が６割以上減少していることを意味しています。

町民１人当たりの資産額 191万円
（△２万円） 施設の価値が減価償却により減少しています。

町民１人当たりの負債額 47万円
（△１万円） 借金を減らしているため、負債額は減少しています。

町民１人当たりの行政コスト 48万円
（３万円）

同規模の自治体では50万円が平均値であり、コストを抑えつ
つ行政サービスを提供できています。

町債の償還可能年数 17.1年
（5.1年）

借金による固定資産の取得をしていますが、町の返済能力に
問題はありません。

受益者負担の割合 13.1％
（7.1％）

町施設について、利用者から適正な使用料・負担金を得るこ
とで、施設の運営管理が実施できています。

基礎的財政収支
（プライマリーバランス）

２億1,400万円
（△１億3,500万円）

社会保障や公共事業などの行政サービスを提供するために必
要な経費は税金などで賄えています。

３

４

令和５年度は、純行政コスト
が増加したため、純資産が
２億2,300万円減少しました。
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区　　　分 金　　額
1 業務活動収支額 ２億8,300万円
2 投資活動収支額 △１億4,400万円
3 財務活動収支額 △１億7,300万円
4 5年度歳計現金増減額（1＋2＋3） △3,400万円
5 期首歳計現金残高 ３億9,600万円

期末歳計現金残高（4＋5） ３億6,200万円

11 業務活動…継続的な行政サービス
　　　　　　　　　　　　　 需用費や人件費など
　　　　　　　　　　　　　 税金や使用料など
22 投資活動…道路や施設の整備や貸付金など
　　　　　　 （整備費用が多いとマイナスに）
33 財務活動…借金の借り入れや返済など
　　　　　　 （返済が多いとマイナスに）

借　　　方 貸　　　方
【資 産 の 部】

　町が所有している資産総額です。道路・公園などの
公共資産と現金預金などがあります。

【負 債 の 部】
　将来、支払い義務が発生するもので、ほとんどが
町債です。「将来世代が負担する部分」ともいえます。

A公共資産 193億8,600万円   道路、橋梁、公園、学校など
B投資など   19億4,300万円    出資金や学校建築基金など

の特定目的基金
C流動資産　 25億4,300万円    現金、財政調整基金、
　　　　　　　　　　　　　　　  未収金など

　　　うち、歳計現金　　３億6,200万円

負債合計　　　59億3,500万円

【純資産の部】
　資産と負債の差額で、住民サービスを提供するた
めの財産を取得した財源のうち、「今までの世代が負
担した部分」ともいえます。

　純資産合計　　　179億3,700万円

資産合計　　238億7,200万円 負債・純資産合計　　238億7,200万円

■ 問い合わせ　企画課財政係 ☎74-3134

貸借対照表（バランスシート）

　町がサービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産を
どのような財源（負債・純資産）でまかなってきたかを対照表で示したものです。

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
　１年間の現金の流れを性質の異なる３つの
区分に分けて表したものです。

１人当たりに換算すると…
●町民1人当たりの資産191万円、負債47万円

令和５年度決算に基づく一般会計

「４つの財務書類」を公表します
統一的な基準による

 詳しい内容は町
ホ ー ム ペ ー ジ
をご覧ください

１人当たりの資産・負債は前年とほぼ同額の水準で推移しています。

歳 出歳 出
歳 入歳 入

１

２

①～④の表を活用し、
町の財政分析に努めます。
右ページ「財務書類の分
析結果」をご覧ください。

資産合計　238億7,200万円
12,494人（令和6年１月１日人口）

負債合計  59億3,500万円
12,494人

負債が資産を上回ると
「債務超過」となり、不健

全な財政状況を意味します。
町の負債は、資産の24.9％
程度で【健全】といえます。
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　ごみの分別が、正しくできているか
確認してみましょう。
　正しく分別されていないごみは回収
できません。より良い環境づくりのため、
甘楽町のルールに従った分別にご協力
をお願いします。

燃やせるごみ

きちんと分別できていますか？きちんと分別できていますか？

・ゴム　・布　・履物類　・小枝、草
・台所ごみ（料理くず、ラップなど）　・革製品
・汚れが落ちないトレイなどの食品容器類
・リサイクルできない紙など

　  プラマークのあるプラスチック
製容器包装類を入れてください

燃やせるごみ袋

燃やせるごみに
缶・びんなどが混入

燃やせないごみ燃やせないごみ袋袋 プラスチック製
容器包装専用袋

プラマークのついていない
プラスチック製品が混入

燃やせないごみに
缶・びんが混入

プラスチック製容器包装類

～ 分別されていないごみの代表例 ～

vol.172 ■ 問合せ先　住民課環境係 ☎64-8315

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

飲み物・酒類などで
　  マークのあるペットボトル

ペットボトル

プラスチック製容器包装類

・スナック菓子の袋
・カップ類の容器
・トレイ類

缶・びん・新聞・
雑誌などは混ぜな
いでね！

可燃可燃

汚れている物は洗ってから
出してね。プラマークのな
いプラスチック製品やペッ
トボトルは入れないで！

プラプラ
専用専用

指定の袋はありません。
透明または半透明の袋に入れてください。

軽くすすぎ、汚れを
取り除く

キャップとラベルは
へ

詳しい分別は、町ホームページをご覧ください▶

プラプラ
専用専用

① ②

8広報かんら／2025.3.1



善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします。

（2月14日入金確認まで。公表希望のみ掲載）
企　業　名 金　額

ファームランド株式会社（前橋市) 800,000

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

森
平
町
長
に
目
録
を
手
渡
す

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド（
株
）再
エ
ネ

事
業
部
の
中
山
課
長（
右
）

り
ら
き

甘
楽
人

― 

こ
の
地
で
輝
く 

―

ななつや COFFEE

　折茂　雄介さん

か
ん
ら
び
と

　　　　　コーヒー

つながりを育み、
リラックスできる空間の共有を

　

県
道
か
ら
楽
山
園
に
向
か
う

途
中
の
左
側
に
昨
年
１
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が「
な
な
つ
や

C
O
F
F
E
E
」。
扉
を
開
け
る

と
出
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
オ
ー

ナ
ー
の
折
茂
雄
介
さ
ん
。
店
頭
で

注
文
を
し
て
か
ら
席
に
着
く
と
、

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
心
地
良
い
音

楽
の
調
べ
と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　
折
茂
さ
ん
は
10
代
の
頃
、
事
故

に
遭
い
、
高
次
脳
機
能
障
害
と
診

断
さ
れ
生
活
が
一
変
。
新
し
い
こ

と
を
覚
え
る
の
が
困
難
に
な
り
、

急
な
体
調
不
良
に
襲
わ
れ
る
こ
と

も
。
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
介
護

施
設
や
企
業
な
ど
複
数
の
職
場
で

働
い
て
き
ま
し
た
が
、「
外
見
か
ら

は
分
か
り
に
く
い
障
が
い
の
た
め
、

周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
仕
事
の

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
い
く
の
が
難
し

い
こ
と
も
あ
り
、
落
ち
込
む
こ
と

も
あ
っ
た
」と
心
情
を
吐
露
。

　
そ
ん
な
中
で
も
日
記
や
メ
モ
を

習
慣
化
す
る
な
ど
の
工
夫
も
重

ね
、「
資
格
を
取
得
で
き
た
職
場
、

接
客
を
学
べ
た
職
場
、
自
分
の
特

性
を
理
解
し
て
く
れ
、
社
会
の
一

員
と
し
て
働
け
る
と
い
う
自
信
に

つ
な
が
っ
た
職
場
も
あ
り
ま
し

た
」と
話
し
、
そ
の
経
験
の
一
つ

一
つ
が
今
に
つ
な
が
り「
周
囲
の

支
え
に
感
謝
し
て
い
る
」と
笑
顔

で
振
り
返
り
ま
す
。

　

お
店
は「
新
し
い
挑
戦
を
し
た

い
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
け
る
場

所
を
自
分
で
作
り
た
い
」と
、
リ

ハ
ビ
リ
に
通
う
途
中
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
非
日
常

を
味
わ
え
る
店
に
し
た
い
と
開

業
。
コ
ー
ヒ
ー
は
落
と
し
方
な
ど

を
研
究
し
、
自
家
製
ケ
ー
キ
や
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
も
提
供
し
て
い
ま

す
。「
今
は
気
持
ち
も
楽
に
な
り
、

体
調
も
安
定
し
て
い
る
」と
言
い
、

自
身
の
働
き
や
す
い
空
間
を
お
客

さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
が
居
心
地

の
良
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
折

茂
さ
ん
は「
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い

を
持
つ
人
が
外
に
出
る
き
っ
か
け

の
一
つ
に
こ
の
お
店
が
な
る
と
い

い
で
す
ね
」と
話
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
育
み
、
日
常
を
離
れ
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

file 9

広報かんら／2025.3.19



加入種別 対象者 届出が必要な場合 届出先

第１号
被保険者

農業者、自営
業者、学生、
無職の人など

厚生年金に加入していた人が
退職したとき（扶養されてい
た配偶者含む）

町住民課
住民係へ
届け出

第２号
被保険者

会社員など厚
生年金に加入
している人

第１号被保険者または第３号
被保険者が就職して厚生年金
に加入したとき

本人の勤め先
および住民係
へ届け出

第３号
被保険者

第２号被保険
者に扶養され
ている配偶者

20歳以上の人で厚生年金に
加入している配偶者に扶養さ
れるようになったとき

配偶者の勤め
先へ届け出

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

　
国
民
年
金
に
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
被
保
険
者
の
種
別
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
違
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ  

■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

　
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
3

3

受
け
取

る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険

料
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
と
免
除
期
間
な
ど
を
合

わ
せ
て
10
年
以
上
の
期
間
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
も
70
歳
に
な
る
ま
で

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
外
国
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
人
も

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

■  

問
い
合
わ
せ

　

 

高
崎
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

「
任
意
加
入
制
度
」の
ご
案
内

はじめてのはじめての手話手話

右手の手のひらを前に向けて、左右に
軽く振り、「バイバイ」の動作を行う

みんなで
知ろう！

「さようなら」編（最終回）

※�予約は利用日の２日前から、利用したい便の１時間前
までです。（午前８時・９時便の予約は前日まで）

　デマンドタクシー「愛のりくん」は、利用者から
の電話予約を受けて、運行時刻表に基づいた時間

（８時便の場合は８時）に車両が待機所を出発しま
す。「愛のりくん」は、自宅など利用者が指定した場
所まで迎えに行き、複数の利用者を巡回し乗り合
わせて目的地まで運行するシステムです。
　利用には事前登録・予約が必要です。下記まで
お電話ください。

0120－74－0013
受付時間 午前８時～午後６時

フリーダイヤル
電話・FAX

乗車１回あたり大人300円、
中学生以下100円
※未就学児無料。障害者
手帳所持者100円（付添人
200円）

料　金

デマンドタクシーデマンドタクシー

さようなら

６６

便利な
移動手段
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　甘楽中PTAでは例年開催してい
たバザーが休止となり、今年度は甘
楽中オリジナルチャリティーグッズ

の制作販売をしました。デザインを生徒から募
集したところ、数多くの工夫されたデザインが
集まり、子どもたちの発想の豊かさに驚かされ
ました。販売においても生徒、保護者、先生方
の協力があり多くの方々にグッズを届けること
ができました。収益金の一部は災害義援金とし
て寄付をした上で、卒業式と入学式で写真撮影
の背景として使える幕の購入もできました。あ
りがとうございました。

　今年度ＰＴＡ本部役員を務めさせ
ていただき、児童と触れ合う機会を
いただきました。集団回収や奉仕

作業では一生懸命作業し、保健委員会のディス
カッションでは豊かな発想で取り組み、運動会
では真剣なまなざしと楽しそうな笑顔に触れ、
とても楽しく過ごさせていただきました。また、
本部役員や他の役員の方々・教職員や教育に関
わる多くの方とも知り合うことができたと共に、
いろいろと勉強させていただきました。１年間
とても貴重な体験をさせていただき、ありがと
うございました。

　PTA活動を通じて、子どもたちの
成長を間近で感じ新たな一面に出会
い、共に楽しむことができました。

また先生方と連携して一緒に行事を作り上げ、
日常の学校生活を支える中で先生方の情熱に触
れることができ、教育現場の課題や工夫を学び
私たちの視野も広がりました。親としてだけで
なく、本部役員として子どもたちを支え、先生
方と共に未来を育むこの活動は充実感をもたら
してくれるかけがえのない経験になりました。
１年間本当にありがとうございました。

甘楽町　　　　　 　連合会 活動報告甘楽町　　　　　 　連合会 活動報告

　小幡小PTAでは、夏休みに防災
教室を開催し、起震車体験や防災ク
イズ、ダンボールルームの作成、防

災食調理から試食を親子で体験しました。おか
げさまで充実した内容となりました。
　９月には本部役員が切り出した竹を使い「竹
ランタン作り」を開催し、作成した竹ランタン
を楽山園のお月見会で展示させていただきまし
た。実際に火を灯すととてもきれいでした。
　保護者の皆さま、先生方、多くの方々のご協
力の下、親子で充実した１年となりました。本
当にありがとうございました。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
販
売

学
校
保
健
委
員
会

環
境
整
備
作
業

竹
ラ
ン
タ
ン
作
り

PTA活動を広く町民の
皆さんに知っていただ
くため、各校の１年間
の取り組みを紹介

甘楽中甘楽中

福島小福島小 新屋小新屋小

小幡小小幡小

P T A
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令
和
元
年
に
文
部
科
学
省
に
よ
り
開
始
さ
れ
た「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」。
一
人
一
台
端
末
を
用
い
て
教
育

活
動
に
役
立
て
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
五
年
が
過
ぎ
た
今
、
新
屋
小
学
校
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
、
今
で
は
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
と
並
ん
で
学
習
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　  　

 

　

生
活
科
の「
ふ

ゆ
を
み
つ
け
に
い

こ
う
」の
学
習
で
、

麻
場
城
址
公
園
へ

行
き
ま
し
た
。「
見

て
！
青
い
実
が

あ
っ
た
！
」「
山
が

白
い
よ
～
」と
、
冬
な
ら
で
は
の
も
の
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ
ラ
で
ど
ん
ど
ん
撮
影

し
、
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
学
校
に
戻
っ

て
か
ら
、
撮
っ
た
写
真
を
よ
く
見
な
が
ら

観
察
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　
一
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
手
に
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
。子
ど
も
た
ち
は
、鉛
筆
で
ノ
ー

ト
に
書
く
よ
う

に
、
毎
日
授
業

で
使
っ
て
便
利

さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

　
音
楽
の「
お
祭
り
の
音
楽
」と
い
う
学
習

で
、
六
種
類
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
自
由
に

組
み
合
わ
せ
て
、
自
分
だ
け
の
お
祭
り
の

音
楽
を
作
り
ま
し
た
。「
こ
の
リ
ズ
ム
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
ら
、
ど
ん
な
感
じ
に
な
る

か
な
？
」と
思
っ
た
時
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
と
、
本
物
の

太
鼓
の
音
が
再
生
で
き
た
り
気
に
な
る
部

分
を
簡
単
に
修
正
で
き
た
り
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
曲
し
た
お
祭

り
の
音
楽
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
再
生
機
能
を

使
っ
て
、
友
達
と
鑑
賞
し
合
い
ま
し
た
。

　
授
業
開
始
前
、
子
ど
も
た
ち
の
机
の
上

に
は
、
教
科
書
と
ノ
ー
ト
、
そ
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
友
達
と
意
見
交
換

す
る
時
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
専
用
ア
プ
リ
で
考
え
を
共
有
し
、
友

達
の
考
え
を
聞
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め

て
い
ま
す
。
体
育
の
マ
ッ
ト
や
幅
跳
び
で

は
、
動
き
を
撮
影
し
合
っ
て
自
分
の
動
き

を
高
め
ま
し
た
。
総
合
の
福
祉
の
学
習
で

は
、プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
学
習
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。

        

　　
秋
の
旅
行
で
、
伝
統
工
芸
品
の「
高
崎

だ
る
ま
」の
作
り
方
の
見
学
と
色
付
け
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
機

能
を
使
っ
て
、
職
人
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
細
か
い
作
業
の
様
子
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
程
な
ど
の
動
画
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
旅
行
後
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ

と
や
撮
っ
た
写
真
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内

容
を
も
と
に
、
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
高

崎
だ
る
ま
の
魅
力
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
友

達
と
見
合
っ
て
、

感
想
を
述
べ
合

い
ま
し
た
。

新屋小学校
ホームページ

新
屋
小
学
校
の
取
り
組
み

新
し
い
学
習
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
！
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

新屋小学校
校 長 中島　剛
児 童 236人

三
年
生

 

当
た
り
前
の
よ
う
に
…

四
年
生

 

高
崎
だ
る
ま
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

二
年
生

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
作
曲
活
動
♪
　

一
年
生

 

冬
を
見
つ
け
に
行
こ
う

　

撮った写真を紹介中撮った写真を紹介中

▼▼  「
カ
マ
キ
リ
の
た
ま

「
カ
マ
キ
リ
の
た
ま

ご
、
見
つ
け
た
！
」

ご
、
見
つ
け
た
！
」

高崎だるまと一緒にハイ、ポーズ！高崎だるまと一緒にハイ、ポーズ！

◀◀  

考
え
を
ま
と
め
て
、

考
え
を
ま
と
め
て
、

伝
え
て

伝
え
て

▶▶  

自
分
の
動
き
を

自
分
の
動
き
を

チ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク

▶▶  

作
っ
た
リ
ズ
ム

作
っ
た
リ
ズ
ム

を
演
奏
♪

を
演
奏
♪

◀◀  

さ
ま
ざ
ま
な
場
面

さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
用
中

で
活
用
中

「見て～私こんなふう「見て～私こんなふう
にしたよ」にしたよ」
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言提

　
五
月
か
ら
総

合
の
学
習
で

「
お
米
づ
く
り
」

を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
も
み
ま

き
を
し
て
苗
床

を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
稲
の

成
長
を
定
期
的

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
っ
て
観
察
し
、

専
用
ア
プ
リ
で
成
長
記
録
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
お
米
の
秘
密
を
探
ろ
う
」と
い

う
テ
ー
マ
で
、
米
に
関
す
る
調
べ
学
習
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。
国

内
外
の
米
の
情
報
を
調
べ
て
、
友
達
と
ア

プ
リ
上
で
写
真
や
図
の
デ
ー
タ
を
共
有
し
、

わ
か
り
や
す
い
発
表
に
な
る
よ
う
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　
小
学
生
最
後
の
修
学
旅
行
で
、
鎌
倉
～

鴨
川
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
事
前
学
習
で
は
、
専
用
ア
プ
リ
の
共
有

機
能
を
使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
動

計
画
や
約
束
事
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。
鎌

倉
で
は「
ど
ん
な
場
所
を
巡
ろ
う
か
な
」

「
お
昼
ご
飯
は
何
を
食
べ
よ
う
か
な
」な
ど
、

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

共
有
機
能
を
使
う
こ
と
で
、誰
が
、い
つ
、

ど
こ
に
い
て
も
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
後
日
、
旅
行
で
の
学
び
を
プ
レ
ゼ
ン
ソ

フ
ト
に
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
新
屋
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
教
職
員
の
方
々
・
本
部
役
員

の
仲
間
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま

に
⽀
え
ら
れ
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
機
会
と
町
の
さ
ま
ざ

ま
な
会
議
に
参
加
す
る
機
会
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
⾄
ら
な
い
点
や
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
と

こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

集
団
回
収
・
学
校
保
健
委
員

会
・
運
動
会
で
の
写
真
撮
影
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、
ど
の
児
童

も
笑
顔
が
す
て
き
で
素
晴
ら
し
い

児
童
ば
か
り
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
教
職
員
の
皆
さ
ま

の
努
力
に
よ
り
、
良
い
学
校
環
境
が

整
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
に
は
⽀
援
員
・
相
談
員
が
配

置
さ
れ
、
教
員
を
含
め
た
学
校
全

体
で
児
童
一
人
一
人
に
寄
り
添
う

温
か
い
環
境
は
他
で
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に

通
学
路
の
安
全
対
策
会
議
や
学
校

環
境
を
良
く
す
る
た
め
の
町
内
４

校
の
代
表
者
で
の
会
議
、
子
ど
も
・

子
育
て
の
環
境
を
充
実
さ
せ
る
会

議
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
行
政
と
地

域
と
が
一
丸
と
な
っ
て
日
々
子
育

て
の
環
境
を
整
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
子
育
て
の
場

が
甘
楽
町
で
良
か
っ
た
と
痛
感
し

ま
し
た
。
活
動
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
、
学
校
運
営
・

子
育
て
環
境
に
関
わ
る
全
て
の
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間

楽
し
く
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

上
に
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

PTA活動を
振り返って

甘楽町小中学校
　PTA連合会
　会長　山内賢一

五
年
生

 

米
の
観
察
と
プ
レ
ゼ
ン
作
成

六
年
生

 

修
学
旅
行
の
事
前
学
習
で
活
用

▼ 修学旅行、▼ 修学旅行、
　円覚寺からスタート！　円覚寺からスタート！

お米の観察お米の観察

▼ お米の秘密を探って▼ お米の秘密を探って
プレゼンプレゼン

◀ タブレットを用いながら◀ タブレットを用いながら
話し合い話し合い
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社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより 第178回
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　『誰もがつながり支え合う地域福祉のまち』を目指し、福祉
の充実を図る本会活動に賛同くださった皆さまにご加入いた
だきました。
　一般会員（500円）3,901世帯195万500円、特別会員（2,000
円）15人3万円、賛助会員（5,000円）163口81万5,000円、合計
で279万5,500円となりました。
　賛助会員の加入状況は次のとおりです。

会

（株）登喜和製作所 （株）モテキ・インダストリィズ しののめ信用金庫小幡支店
（株）タナカ精機 （医）まつだ会 カズデンタルオフィス（株）ヨコオデイリーフーズ
（有）細谷製作所 （有）山田水道設備 （有）若葉精工
（有）昭和観光 （有）富田製麺 （医）松田会 小幡医院
（有）高橋精機製作所 甘楽金属工業（株） （有）滝上工業
（株）中野建業 （有）吉田モータース （有）吉田精機
カーサービスヨシダ 松井木材（株） 田村商事（有）

（株）甘楽小林製作所 コアブレーン（有） 一水工業（株）
（株）ロックウェル （株）阿久津運送 （株）ワールドエージェンシー
（株）三山精機 （株）大野製作所 松田精工（株）
（有）沢田製作所 （有）穂高建設 （有）恵 グループホームめぐみ
（医）翠仁会 安藤医院 （株）マツダ （株）金田商店
群馬県信用組合甘楽町支店 内藤建設（株） （有）甘楽庵山ぐち

（有）清水電気 （有）西毛リースキン アクトレス（有）
（有）山内製作所 奥村クリニック ふくしま町歯科クリニック
（有）松井運輸 小林瓦工業（株） （株）三山精工
（有）スミヤ測量 （有）モン・レーブ （税）プロスタッフ和
（株）古舘建設 （株）佐俣左工 （有）三木印刷
（福）かんら会 聖徳銘醸（株） （有）山田電機
富岡製材協同組合 （有）大類設備工業所 （有）高島建鉄
吉田機械工業（株） （有）高田自動車 （有）小金澤アルミ建材

（株）コルノマカロニープロダクトセンター（医）小河原会 こがはらクリニック 鈴木燃料（株）甘楽町給油所
（有）横山研磨工業 （有）山﨑自動車 （有）峯岸設備工業
河原建設（株） （株）菓子工房こまつや 神沢ゴム工業（有）
中嶋工業（株） （医）原医院 星合成（株）

（株）桜井建材 （株）マンナンライフ〔富岡市〕 タルヤ建設（株）〔富岡市〕
湯井電気（株）〔富岡市〕 熊井戸工業（株）〔高崎市〕 （株）群馬ナブコ〔高崎市〕

（株）オーテック環境システム事業部 
　　北関東支店〔高崎市〕

（株）梶建築設計事務所
　　前橋建築事務所〔前橋市〕

合計83事業所（町内76事業所／町外７事業所）

※上記のほか、匿名にてご加入いただいた会員もいます。

（敬称略・順不同）

　費の納入
　ありがとう
　　ございました



社会福祉協議会 74-5700
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赤い羽根共同募金
◦小幡小学校児童会 31,826円
◦新屋小学校児童会 7,044円
※ ボランティア活動、ひとり親家庭などへ配分

～善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします～

◦富岡甘楽妙義仏教会（見澤清芳会長） 95,000円
◦天台宗群馬教区檀信徒会・伝道師会 30,000円
◦河原建設株式会社（河原茂夫代表） 30,000円
◦富岡消防署甘楽分署（勅使河原聡分署長） 10,080円
※ 自立支援世帯、在宅の重度障がい者などへ配分

地域歳末たすけあい募金

牛
木
会
長
に
義
援
金
を
手
渡
す

甘
楽
中
生
徒
会
の
皆
さ
ん

「心配ごと相談」のお知らせ
相談日

３月11日（火）・３月25日（火）
４月10日（木）・４月25日（金）
５月13日（火）・５月27日（火）

● 場所　甘楽町公民館
● 時間　午後１時～３時
● 日程　毎月２回 　※ 日程は町民カレンダーにも

掲載してあります。

能登半島地震義援金
◦甘楽中学校生徒会・甘楽中PTA 56,650円
◦甘楽町令和元年区長会（黛 利信代表）
 10,000円
◦甘楽町商工会青年部（山﨑雄大部長）
 5,000円
◦甘楽町商工会女性部（山田さゆり部長）
 5,000円
※ 日本赤十字社を通じ被災地での支援活動に
　役立てられます。

齋
藤
事
務
局
長
に
募
金
を
手
渡
す

小
幡
小
児
童
会
の
皆
さ
ん

○○赤い羽根共同募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,892 1,556,800
学 校 募 金 ２ 38,870
その他募金 １ 8,763

合　計 3,895 1,604,433

○○地域歳末たすけあい募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,891 1,945,500
職 域 募 金 １ 30,000
その他募金 ３ 135,080

合　計 3,895 2,110,580

　昨年10月～12月までの３カ月間、共同募金運動
（赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金）に
多くの皆さまにご協力いただき、ありがとうござ
いました。募金総額は371万5,013円です。
　内訳は次のとおりです。

共　    同募金運動
『じぶんの町をよくするしくみ！』

善意の紹介（敬称略・順不同）



　にこにこ甘楽内にある子育て支援センター「にこにこキッズかん
ら」で１月29日、「乳幼児の救急法講習会」が開催されました。
　同施設を利用する24組52人の親子が参加し、富岡消防署甘
楽分署員から、体の小さい子どもに対するAED（自動体外式除
細動器）の使い方や心肺蘇生法などの説明を受けた後、参加し
た保護者は人形を使って乳幼児特有の救急処置を体験しました。
その際多くの質問が寄せられ、消防士の皆さんが一つ一つ丁寧
に答えると参加者は安心した表情をのぞかせました。

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

子どもの「もしも」に備える

　町子ども会上毛かるた大会（子ども会育成会連
絡協議会・教育委員会主催）が１月19日、ら・
ら・かんらで開かれました。選手たちは、練習の
成果を発揮して絵札を取り合いました。
　同月26日に下仁田町公民館で行われた郡大会
でも熱戦が繰り広げられ、優勝した団体・個人は
２月９日に行われた県大会に出場しました。町、
郡大会の結果は下記のとおりです。（敬称略）

町
大
会

絵札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会

大河原涼音さん・界維くん

「心肺蘇生法やAEDについて、
成人と子どもの違いが学べてよ
かったです。質問にもたくさん
答えていただき、我が子のいざ
というときに役立てたいと思います」

団体・高学年 優　勝 若草子ども会（新屋）

団体・低学年

優　勝 若草子ども会A（新屋）
準優勝 若草子ども会B（新屋）

第３位  城町・城南・轟・秋畑
子ども会（小幡・秋畑）

個人・高学年 優　勝 髙田陽和大（若草子ども会）
準優勝 宮寺心海（かぶら子ども会）

個人・低学年
優　勝 久保田航生（若草子ども会）
準優勝 松本陽聖（ポプラ子ども会）
第３位 清水和音（国峰・善慶寺子ども会）

団体・高学年 優　勝 若草子ども会

団体・低学年 優　勝 若草子ども会A
準優勝 若草子ども会B

個人・高学年 優　勝 髙田陽和大（若草子ども会）

個人・低学年
優　勝 清水和音（国峰・善慶寺子ども会）
準優勝 久保田航生（若草子ども会）
第３位 山崎葵唯（国峰・善慶寺子ども会）

吉田麻実さん・心春ちゃん

「数年ぶりに講習を受けました。
胸骨圧迫の方法などが再確認で
き、AEDの操作も画面を見なが
らでわかりやすかったです。も
しものときに経験を生かしたいです」

郡
大
会

町大会に参加した皆さん町大会に参加した皆さん

胸骨圧迫を実践する参加者胸骨圧迫を実践する参加者

16広報かんら／2025.3.1



　町自衛隊入隊者激励会が２月17日、町役場で開
かれ、森平町長や自衛隊関係者が春からの入隊を
予定している吉田尚紀さん（天引）、田村隼一朗さ
ん（小幡）、深澤妃華さん（小川）の３人の門出を祝
い激励しました。
　吉田さんは「子どもの頃からの憧れの職業。国の
ため町を代表して頑張ります」、田村さんは「今ま
での経験を生かし全力で頑張ります」、深澤さんは

「仲間と協力し立派な自衛官になります」とそれぞ
れの決意を語り、今後の活躍を誓いました。

決意を胸に自衛隊入隊意を胸に自衛隊入隊

　　 深澤さん・田村さん・吉田さん

藤枝さんの100歳を慶祝
　藤枝ヤスヱさん（大正14年２月13日生まれ・福島）が100歳の
誕生日を迎えられ、２月17日に森平町長が自宅を訪問し、慶祝
状と祝金を手渡しました。
　藤枝さんは福島の生まれで、富岡市内の企業に勤めていた時に
出会ったご主人と結婚、１男１女に恵まれました。
　ご家族総勢27人でおそろいのオリジナルＴシャツを作り百寿
を祝い、ひ孫が遊びに来ることも楽しみの一つと話す藤枝さん。
長寿の秘訣は「肉やグラタンなど何でも好き嫌いなく食べること」。
長年やっていた日本舞踊で足腰が鍛えられたこともあり、昨年ま
では近所に一人で買い物にも出掛けていました。現在、週２回デ
イサービスに通いご自宅で穏やかに暮らしています。

キウイフルーツで県知事賞を受賞　松井さん
　第36回群馬県キウイフルーツ品評会が１月22日、県庁で開か
れました。糖度や硬度、形状などが審査され、松井利夫さん（轟）
の「ヘイワード」が最高賞の知事賞に選ばれました。
　退職後に父親の畑を引き継ぎキウイ栽培を始めて４年目で初
の最高賞に輝き、親子２代での受賞となりました。先輩農家の
皆さんに助言をもらいながら試行錯誤してきたと話す松井さん
は「糖度の高いキウイフルーツができました。受賞は驚きました
が、非常にうれしいです。これからもおいしいキウイを多くの
人に届け、群馬の名産品を広めていきたです」と話されました。
　このほか町からは県議会議長賞に田村美サ江さん（轟）、上毛
新聞社賞に山田朝子さん（轟）が選ばれました。 夫婦二人三脚でキウイの栽培をしている

利夫さんと京子さん

町長から慶祝状を受け取り
百寿のお祝いの衣装を着てほほ笑む藤枝さん

広報かんら／2025.3.117
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資
産
運
用
の
た
め
に
投
資
を

始
め
る
人
を
狙
っ
た
詐
欺
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
「
楽
し
て
投
資
で
お
金
を
稼

ぎ
た
い
な
」こ
れ
は
誰
も
が
思

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は「
確
実
に
利
益
が

出
る
」「
絶
対
に
も
う
か
る
」投

資
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
詐

欺
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
は
あ
な
た
を
だ
ま
そ
う
と

「
絶
対
に
も
う
か
る
投
資
話
」に

誘
い
込
む
広
告
や
ア
カ
ウ
ン
ト
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在
し
ま
す
。
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に
本
当
に

も
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か
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投
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な
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誰
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教
え
た
り
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で
し
ょ
う
か
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ま
た
、
著
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に
な
り
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詐
欺
師
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ま
す
。
Ｓ
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で
仲
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な
っ
た
異
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ら
投

資
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ち
か
け
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ま
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も
増
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ま
す
。

だ
ま
す
手
口
は
こ
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は
紹
介

し
き
れ
な
い
ほ
ど
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り
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
は
今
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高
齢
者

の
お
宅
に
か
か
っ
て
く
る
詐
欺

電
話
」だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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若
い
人
で
も
だ
ま
さ
れ
ま
す
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こ
れ
ら
の
詐
欺
は
非
常
に
巧
妙

で
、
１
件
あ
た
り
の
被
害
額
が

１
千
万
円
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超
え
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
け
話

に
は
必
ず
裏
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
注
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し
て
く
だ
さ
い
。 福島駐在所

佐藤貴寛さん
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眠
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個
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差
が
あ
り
、
年
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も

変
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ま
す
が
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成
人
で
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「
６
時
間
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」を
目
安
と
し
ま

し
ょ
う
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睡
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寝
だ
め
』は
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ラ
ス
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時
間

　
平
日
の
睡
眠
不
足
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取
り
戻

す
た
め
、
休
日
に
寝
だ
め
を
し

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
残

念
な
が
ら
眠
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た
め
る
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と
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で
き
ま
せ
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。
日
頃
か
ら

６
時
間
以
上
寝
て
い
る
人
に
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り
、
い
つ
も
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睡
眠
時
間
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１

時
間
程
度
の
寝
だ
め
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よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
に
長
時

間
の
睡
眠
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必
要
な
場
合
は
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平
日
の
睡
眠
時
間
が
不
足
し
て

い
る
サ
イ
ン
で
す
。
睡
眠
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
世
代
で
は
、
床
上（
寝

床
で
横
に
な
っ
て
い
る
）時
間

が
長
い
と
死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
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睡
眠
時
間
よ
り
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床

上
時
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を
重
視
し
、
寝
床
に
い
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８
時
間
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に
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な
い
こ
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目
安
に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
す
ぐ
に
眠
れ
な
い
時

は
い
っ
た
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寝
床
を
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て
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ご
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の
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一
つ
の
方
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で
す
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● 「
あ
ー
よ
く
寝
た
！
」と
思
え

る
た
め
に

　
睡
眠
休
養
感
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
生
活
習
慣
の
見
直
し

が
重
要
で
す
。
良
質
な
睡
眠
の

た
め
に
今
日
か
ら
で
き
る
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

投
資
詐
欺
に

投
資
詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

だ
ま
さ
れ
な
い
で

も
う
け
話
に
は
裏
が
あ
る

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
編

「
皆
さ
ん『
休
養
』で
き
て
い

ま
す
か
？
」

目標項目
～ 健康づくりアンケート結果より～ 現状値 目標値

睡眠時間が十分に確保できている人 67.8％ 70.0％
睡眠によって十分休養がとれない人 21.3％ 20.0％

睡
眠
時
間
を

十
分
確
保
し
よ
う

快眠に導く６つの方法
睡
眠
で
疲
れ
を
と
ろ
う

◦できるだけ日光を浴びて体内時計の調整を
◦寝室にはスマートフォンなどは持ち込まない
◦寝室は暑すぎず寒すぎず、できるだけ暗くする
◦入浴は就寝1～2時間前にすませ、体を温める
◦就寝直前の食事は控える
◦ 覚醒作用のある嗜好品（カフェインやたばこ）、

飲酒、塩分の過剰摂取は控える（塩分が濃いと
トイレが近くなります）
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●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

山本譲二  中村美律子

■ 問い合わせ　町文化会館 ☎74-7000
　 　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

    月　   　   日

▶１回目　12：00開演（11：30開場）
▶２回目　16：00開演（15：30開場）
甘楽町文化会館
前売券：3,500円　当日券：4,000円

　　月　　日

友の会員：  9:00～  ／  一般：13:00～
電話予約：15:00～

※未就学児の入場はご遠慮ください。

NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時

70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

♪コンサート♪♪コンサート♪

▶お知らせ
　【３月の休館日】
　３日､ 10日､ 17日､ 24日､ 31日　毎週月曜日
　【蔵書整理による臨時休館日】
　６日（木）～９日（日）の４日間

　健康課と連携し、こころに優しく寄り添う特集
コーナーを展示・貸し出します。慌ただしい日々
に、ホッとできる時間を作りませんか。甘楽町図
書館は“あなたの本棚” “あなたの居場所”です。

▶“こころの本棚”３月自殺対策強化月間

宮寺海音さん
（新屋小３年）

「ぼくをえらんでくれてあり
がとう」／書名『ネコになり
たかったクモのルイージ』

▶甘楽郡小学生読書感想画・最優秀作品

松井心寧さん
（新屋小２年）

「しずかな夜の星空」／
書名『しずかなところは
どこにある？』

世 帯 5,164
(６）

人 口 12,356
(△12)

男 6,152
(△12)

女 6,204
(±０)

転 入 46

転 出 40

出 生 ７

死 亡 25

１月３1日現在
（前月末比）

潮
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巻
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新
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悦
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作
・
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き
ぐ
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ひ
ろ
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絵
／
岩
崎
書
店

富山の薬売りはいかに
維新を乗り越えるか

弟を亡くし失意の中で…
本屋大賞ノミネート

日々のしんどさをほぐし
てくれる（こころの本棚）

少しの食材で気軽に作れ
る

こびとがちいちゃんの
ほっぺをちょん！

そつえん、そつぎょう
おめでとう✿

ち
ょ
う
お
ん

チケット発売開始

５５ 1717 全席指定

3 ９

日　時

会　場
入場料

土土

日日

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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山火事を防ごう山火事を防ごう

●  強風時や空気が乾燥しているときは、
たき火をしない。

●���火気使用中は現場を離れず、使用後は
確実に消火する。

●���枯草の近くなど火災の起こりやすい場
所では、たき火をしない。

●  たばこの吸いがらは必ず火を消し、投
げ捨てない。

●  山火事を発見したときは、速やかに
119 番通報し、安全な場所に避難する。

春は山火事が多く発生する季節です春は山火事が多く発生する季節です
火の取り扱いには、注意しましょう火の取り扱いには、注意しましょう

ご利用ください！

甘楽町燃料券甘楽町燃料券

有効期限は３月31日（月）

動画で見る　国指定名勝 楽山園
　３月24日に開園13年を迎える「国指定名勝 楽山園」の歴史的価値や復元整備のあゆみ、
そして、楽山園に携わる人々の思いなどを３つの動画で紹介しています。

■教育課文化財保護係 ☎64-8324

　甘楽町歴史見聞録
　　　　　「名勝楽山園物語」
　関係者や専門家へのインタ
ビューをはじめ、現存する資
料を基に造園の歴史・復元整
備の過程・歴史的価値などを
ひもとく、名勝楽山園の歩み
を映像化した歴史ドキュメン
タリー。

夢のあとさき～水と山と楽山園～

　楽山園の歴史を本にまとめる仕
事を任された町職員の楓が、町を
離れ東京でＷＥＢデザイナーとし
て働く同級生のこはくに、協力依
頼することから始まる短編映画。
復元を夢見た人々の
思いを知り、こはく
が描く挿絵とは…。

One Minutes 楽山園

　「楽山園×ドローン×落語」
がコンセプト。ドローンの迫
力ある映像と、かんらふるさ
と大使でもある落語家の古今
亭駒子さん（小川出身）の軽妙
な語り口ととも
に１分間で名勝
楽山園を巡る。

ワン　　　ミニッツ 

　２月中に全世帯（令和７年１月１日現在）に郵送
した燃料券をまだ使用していない人は、忘れずに
取り扱い店でご利用ください。
■問い合わせ　産業課商工観光係 ☎64-8320

見　本

魅力魅力
再発見再発見

園内で園内で
放映中放映中

YouTubeでYouTubeで
配信中配信中

InstagramでInstagramで
配信中配信中
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
自
動
車

税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
車
検
証
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
軽
自
動
車
や
自
動
車
、
二
輪
車
な
ど

を
下
取
り
に
出
し
た
場
合
や
住
所
が
変

わ
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、
３
月
31
日
㈪

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
先
（
名
義
変
更
・

　
住
所
変
更
・
廃
車
な
ど
）

①
甘
楽
町
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
、
原

動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

町
住
民
課
住
民
税
係

☎
(64)
８
３
１
２

②
群
馬
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
９

③
自
動
車
・
１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

群
馬
運
輸
支
局（
登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
２
１

　
税
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　①
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

町
住
民
課
住
民
税
係

☎
(64)
８
３
１
２

②
自
動
車
税
（
種
別
割
）

▼
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
(63)
２
２
４
５

▼
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
４
３
４
３

　
４
月
か
ら
建
築
基
準
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
今
後
建
築
な
ど
を
考
え
て

い
る
人
は
、
建
築
士
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
全
て
の
建
築
物
に
つ
い
て

•

原
則
、
新
築
・
増
改
築
の
際
、
省
エ

ネ
基
準
適
合
が
義
務
化

◎
木
造
２
階
建
戸
建
住
宅
な
ど
に
つ
い
て

•

都
市
計
画
区
域
外
の
秋
畑
地
区
で
も

建
築
確
認
手
続
き
が
必
要

•

建
築
確
認
の
手
続
き
で
構
造
・
省
エ

ネ
な
ど
の
図
書
の
提
出
が
必
要

•

大
規
模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
※
で
も
建
築

確
認
手
続
き
が
必
要

※
壁
、
柱
、
床
、
は
り
、
屋
根
ま
た
は

階
段
の
一
種
以
上
に
つ
い
て
行
う
過
半

の
改
修
な
ど
（
仕
上
げ
材
の
み
の
改
修

な
ど
は
除
く
）

◎
省
エ
ネ
化
に
つ
い
て

　
建
築
物
の
省
エ
ネ
化
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
抑
制
だ
け
で
な
く
、
光

熱
費
の
負
担
軽
減
や
、
快
適
性
な
ど
の

向
上
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
５
年
後
に
は
省
エ
ネ
基
準
の

引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　

高
崎
土
木
事
務
所
建
築
係

☎
０
２
７
‐
３
２
２
‐
４
１
８
６

　
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、
看
板

の
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
者
に
管
理
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
屋
外
広
告
物
の
安
全
性

向
上
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
改

正
し
、
４
月
１
日
か
ら
設
置
許
可
が
必

要
な
広
告
物
に
加
え
、
許
可
不
要
の
小

規
模
な
屋
外
広
告
物
（
立
看
板
や
は
り

紙
な
ど
軽
易
な
も
の
を
除
く
）
に
つ
い

て
も
、
３
年
に
１
度
、
有
資
格
者
に
よ

る
安
全
点
検
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
万
が
一
、
み
な
さ
ん
が
管
理
し
て
い

る
看
板
で
落
下
事
故
や
倒
壊
事
故
が
発

生
し
、
第
三
者
へ
の
被
害
が
生
じ
た
場

合
、「
損
害
賠
償
責
任
」
や
「
刑
事
責
任
」

を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
事
故
の
未
然
防
止
の
た

め
定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
屋
外
広
告

物
の
安
全
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群

馬
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先 

　

群
馬
県
県
土
整
備
部

都
市
計
画
課
景
観
形
成
係

☎ 

０
２
７
‐
２
２
６
‐
３
６
５
２

FAX 

０
２
７
‐
２
２
１
‐
５
５
６
６

No.1286おしらせ版

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

群馬県ホームページ

軽
自
動
車
・
自
動
車
の
変
更

手
続
き
は
３
月
中
に
！

建
築
確
認
手
続
き
の

ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
ま
す

あ
な
た
の
看
板
は
安
全
で
す
か
？
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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
交
付

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、

内
部
障
害
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

人
が
、
周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が

得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

は
「
支
援
し
て
ほ
し
い

こ
と
」
を
あ
ら
か
じ
め

記
載
で
き
る
免
許
証
サ

イ
ズ
の
カ
ー
ド
で
す
。

対
象
者
　
県
内
に
居
住
し
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
せ
た
い
人

申
請
方
法
　
交
付
窓
口
へ
申
し
出
て
、

所
定
の
「
確
認
票
」
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

身
に
着
け
た
人
を
見
か
け
た
際
は
、
電

車
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
、
思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口
・
問
合
せ

に
こ
に
こ
甘
楽
　

福
祉
課
福
祉
係
　

☎
(67)
５
１
６
２

期
日
　
３
月
22
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
～
（
90
分
程
度
）

場
所
　
ら
・
ら
・
か
ん
ら
２
階
研
修
室

内
容

①
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

な
ど

②
お
楽
し
み
工
作
「
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
へ

び
を
つ
く
ろ
う
♪
」

問
合
せ

甘
楽
町
図
書
館
／

ら
・
ら
・
か
ん
ら

☎ 

(70)
４
６
６
０

FAX 

(67)
７
３
３
２

おしらせ版

ヘルプマーク

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

→

詳
し
く
は
こ
ち
ら

tsulunnos 動画

どうぞのいす

「
甘
楽
町
読
み
聞
か
せ
の
会
」

春
の
お
た
の
し
み
会

クレアチニンは、筋肉が分解されるときにできる老廃物で腎臓から排出される
の。血中クレアチニン値が高くなるときは、腎臓からクレアチニンが排出され
づらくなっている可能性があるから、腎機能の評価指標になっているのよ。

　　　　 eGFR も腎機能の指標で低下すると腎機能が落ちてきていることを
　　　　 表すの、血中クレアチニン値から計算できるわ。そうそう、年齢
　　　　 が上がると腎機能は悪くなる傾向があるの。ほかにも、糖尿病や
　　　　  高血圧などの病気を抱えていると腎機能が落ちてくることが多いわ。

　　　　   クレアチニン値が1.0を超えたり、eGFR が低下しているときは、腎
　　　　   臓専門の医師に受診して、腎機能が低下していないかを診てもらっ
　　　　   たほうがいいわよ。あなたも、まずはかかりつけ医に相談したら？

健診結果に載っているクレアチニンの値って何？

へぇ～。腎臓の機能の指標か。eGFRって数値は？

年齢によっても腎機能が衰えてくるんだね！知らなかった！

そうだね、医師に相談してみよう！　　　　 　（監修：富岡保健福祉事務所阿部医監）
問合せ　【富岡地区 地域・職域連携推進協議会事務局】富岡保健福祉事務所
　　　　  ☎６２-１５４１

B 子（保健師）

A 男

　　　富岡地区 地域・職域連携推進協議会からのお知らせ　　　　
　　   ～ 毎年３月の第２木曜日は「世界腎臓デー」～
  成人の８人に１人は慢性腎臓病といわれています。腎臓を大切にしましょう。

Ａ男と保健師のＢ子夫妻に学ぶ！　「え！それって腎臓が悪いの？」

ヘルプカード

税
金
や
料
金
の
お
支

払
い
に
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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３
月
１
日
～
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か
ら

の
出
火
や
停
電
が
復
旧
し
た
時
に
発
生

す
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
が
効
果
的
で
す
。
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
、
地
震
を
感
知
し
、
自
動
で
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
を
止
め
ま

す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

設
置
し
て
、
電
気
火
災

か
ら
「
家
」・「
地
域
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

  

無
料
出
張
取
り
付
け
支
援

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙

を
い
ち
早
く
感
知
し
、
音
で
火
災
発
生

を
知
ら
せ
、
初
期
消
火
や
安
全
な
避
難

の
手
助
け
と
な
り
ま
す
。
取
り
付
け
を

考
え
て
い
る
が
、「
自
分
で
は
取
り
付

け
ら
れ
な
い
」「
頼
め
る
人
が
い
な
い
」

と
い
う
世
帯
に
消
防
職
員
が
ご
自
宅
ま

で
訪
問
し
取
り
付
け
ま
す
。

対
象
世
帯
　

取
り
付
け
が
困
難
な
人
の
み
の
世
帯

申
込
期
間
　

３
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

申
込
方
法
　

消
防
本
部
（
☎

(62)
４
３
２
５
）
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

※
申
込
時
に
取
り
付
け

日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池

式
に
限
る
）
は
、
ご
自
身
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
販
売
し
ま
せ

ん
。
取
り
付
け
費
用
は
無
料
で
す
。

  

毎
月
　
日
は
「
ぐ
ん
ま
住
警
器
の
日
」

　
月
に
一
度
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
や
管
理
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

☎
(62)
４
３
０
６

消
防
署
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

詳しくはこちら

10

ホームページ

期間　３月１日（土）～ ４月13日（日）
時間　午前９時30分 ～ 午後４時
問合せ先　
甘楽町教育委員会教育課文化財保護係
☎６４-８３２４
　詳しくは町ホームページを

　　　　　　　ご覧ください　→

甘楽の雛祭り
場所　旧甘楽第二中学校校舎(無料）
　　　旧小幡藩武家屋敷 松浦氏屋敷（無料）
　　　国指定名勝 楽山園（入園有料）
　　　甘楽町歴史民俗資料館（入館有料）
　　　甘楽町歴史民俗資料館別館(無料）
　

甘楽町歴史民俗資料館企画展甘楽町歴史民俗資料館企画展

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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広　告

栗原　壮汰 くん（１歳８カ月・令和５年６月生まれ）

　栗原邦泰さん・栄梨子さんのお子さん（上野）
　こども園ではお友だちとよく遊び、給食はいつもおかわりしてい
ます。節分の時に鬼のパンツのコスチュームを気に入って、家で毎
日はいています　　週末は家族そろって公園に出かけ、落ち葉の上
を泳いだり、滑り台を頭から腹ばいになって滑ることも好きです
　おしゃべりが上手で毎日新しい言葉を話し、「自分で」と言ってな
んでも挑戦して、できたときは満面の笑顔を見せてくれます
　明るく元気で素直な子に育ってね

防災行政無線で放送した最新の内容を
電話で確認することができます。

防災行政無線の防災行政無線の
「自動音声応答サービス」「自動音声応答サービス」
ご利用くださいご利用ください

そうた

甘楽町役場から

お知らせします

☎0274-74 -6466☎0274-74 -6466
（通話料がかかります）（通話料がかかります）

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス
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